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せ
る
。

・
現
在
お
よ
び
将
来
の
世
代
の
利
益
の
た
め
に
、
生
物
多
様
性
を
、
持
続
可
能
な
方
法
で
使
用

お
よ
び
管
理
す
る
こ
と
。

・
遺
伝
資
源
お
よ
び
遺
伝
資
源
に
関
す
る
デ
ジ
タ
ル
配
列
情
報
、
そ
れ
に
関
し
て
生
ま
れ
る
金

銭
的
利
益
お
よ
び
非
金
銭
的
利
益
は
、
必
要
に
応
じ
社
会
に
お
い
て
、
公
正
か
つ
公
平
に
共

有
す
る
こ
と
。

　

さ
ら
に
生
物
多
様
性
の
枠
組
み
を
完
全
に
実

施
す
る
た
め
財
源
、
能
力
構
築
、
技
術
的
・
科

学
的
協
力
、
技
術
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
可
能
に
す

る
こ
と
な
ど
が
討
議
さ
れ
た
。

１
．
地
球
が
直
面
し
て
い
る
課
題

　

国
連
の
イ
ン
ガ
ー
・
ア
ン
ダ
ー
セ
ン
環
境
責

任
者
は
、�

地
球
が
直
面
し
て
い
る
課
題
に
つ
い

て
「
我
々
は
自
然
と
戦
争
し
て
い
る
状
態
」
と

述
べ
、
平
和
を
作
る
た
め
に
は
、
Ｃ
Ｏ
Ｐ
１
５

の
よ
う
な
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム
な
ど
を
通
じ
、
生

　

昨
年
12
月
、
カ
ナ
ダ
の
モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
た
国
連
生
物
多
様
性
条
約
第
15
回
締
約

国
会
議
（
Ｃ
Ｏ
Ｐ
１
５
：Convention on Biological D

iversity

）
は
、
２
０
３
０
年
ま
で
地

球
上
の
陸
域
、
海
洋
・
沿
岸
域
、
内
陸
水
域
の
３
０
％
を
保
護
す
る
と
い
う
画
期
的
な
合
意
と
と

も
に
、
新
た
に
取
り
組
む
23
項
目
の
世
界
目
標
が
採
択
さ
れ
閉
幕
し
た
。
会
場
に
は
１
８
８
の
政

府
代
表
が
集
ま
り
、
包
括
的
な
グ
ロ
ー
バ
ル
目
標
（
２
０
５
０
年
ま
で
）
と
し
て
４
つ
の
フ
レ
ー

ム
ワ
ー
ク
が
提
唱
さ
れ
た
。

・
す
べ
て
の
生
態
系
の
持
続
性
、
回
復
力
が
強
化
さ
れ
２
０
５
０
年
ま
で
に
自
然
生
態
系
の
面

積
の
大
幅
増
加
を
目
指
す
。

・
人
間
に
よ
る
す
べ
て
の
絶
滅
危
惧
種
の
低
減
と
健
全
な
回
復
力
を
あ
る
レ
ベ
ル
ま
で
増
加
さ
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ミ
ッ
シ
ョ
ン
達
成
の
た
め
に
、
23
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
が
定
め
ら
れ
た
。

　

そ
の
一
部
を
紹
介
す
る
。

・
タ
ー
ゲ
ッ
ト
１
：
先
住
民
族
や
地

域
社
会
の
権
利
を
尊
重
し
つ
つ
、

２
０
３
０
年
ま
で
に
生
態
系
を
含

む
生
物
多
様
性
の
損
失
を
ゼ
ロ
に

近
づ
け
る
た
め
に
、
空
間
計
画
お

よ
び
土
地
と
海
の
利
用
の
変
化
に

対
処
す
る
効
果
的
な
管
理
プ
ロ
セ

ス
を
確
保
す
る
。

・
タ
ー
ゲ
ッ
ト
２
：
生
物
多
様
性
、

生
態
系
の
機
能
と
サ
ー
ビ
ス
と
の

連
結
を
強
化
す
る
た
め
、
２
０
３

０
年
ま
で
に
、
劣
化
し
た
陸
域
、

内
水
、
沿
岸
お
よ
び
海
洋
の
生
態

系
の
少
な
く
と
も
３
０
％
が
効
果

的
な
回
復
に
有
る
こ
と
を
確
認
す

物
多
様
性
の
世
界
的
な
損
失
を
防
ぐ
為
に
、
種
、
生
息
地
、
遺
伝
的
多
様
性
を
守
る
と
と
も
に
、

健
全
な
景
観
を
作
る
た
め
に
は
良
好
な
「
水
ガ
バ
ナ
ン
ス
が
必
要
」
で
あ
る
と
強
調
し
た
。

２
．
水
と
生
物
多
様
性
に
つ
い
て

　

生
物
多
様
性
の
回
復
は
、
ゆ
っ
く
り
と
し
た
プ
ロ
セ
ス
で
あ
り
、
具
体
的
な
対
策
が
取
ら
れ
て

か
ら
何
年
も
後
に
回
復
が
み
ら
れ
る
、
従
っ
て
持
続
可
能
な
回
復
を
確
実
に
行
う
た
め
に
は
、
生

物
多
様
性
の
状
況
を
監
視
す
る
た
め
の
長
期
的
な
取
り
組
み
が
必
要
で
あ
る
。
ま
た
生
物
多
様
性

の
損
失
は
、
気
候
変
動
の
影
響
を
強
め
、
温
室
効
果
ガ
ス
を
貯
蔵
お
よ
び
自
然
の
回
復
能
力
を
制

限
す
る
リ
ス
ク
を
助
長
す
る
恐
れ
が
あ
り
、
自
然
に
基
づ
く
解
決
策
と
し
て
「
水
ガ
バ
ナ
ン
ス
」

に
、
よ
り
よ
く
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
。

３
．
生
物
多
様
性
を
守
る
た
め
の
資
金
の
確
保

　

途
上
国
と
先
進
国
の
間
で
対
立
し
て
い
た
資
金
の
確
保
を
め
ぐ
っ
て
は
、
官
民
で
少
な
く
と
も

年
間
で
２
千
億
ド
ル
（
約
27
兆
円
）
を
確
保
す
る
こ
と
が
織
り
込
ま
れ
た
。

４
．
生
物
多
様
性
の
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
、
23
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト

　

会
議
で
は
生
物
多
様
性
を
守
り
、
促
進
す
る
た
め
に
、
２
０
５
０
年
ビ
ジ
ョ
ン
と
２
０
３
０
年
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COP15で採択された
ビジョン・ミッション・ターゲット

　
▶2050年ビジョン（ゴール）：自然と共生する社会

目標　A 目標　B 目標　C 目標　D
自然の保護 生態系サービ

スの保全
遺伝資源の公
正かつ公平な
配分

ファイナンス
と実施手段

　
▶2030年ミッションとターゲット：地球と人類のために
　生物多様性を回復軌道に乗せるための緊急行動

ターゲット１～８ ターゲット９～13 ターゲット14～23
生物多様性への
脅威の低減

持続可能な利用
および利益配分
と充足

実装と主流化の
ためのツールと
解決策

出典：Kunming-Montreal Global biodiversity frameworkをもとに筆者作成
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る
。

・
タ
ー
ゲ
ッ
ト
３
：
公
平
に
統
治
さ
れ
た
保
護
地
域
の
シ
ス
テ
ム
並
び
に
、
そ
の
他
効
果
的
な
地

域
ベ
ー
ス
の
保
全
措
置
を
通
じ
、
効
果
的
に
保
全
お
よ
び
管
理
さ
れ
る
こ
と
を
確
保
す
る
。

・
タ
ー
ゲ
ッ
ト
４
：
絶
滅
危
惧
種
の
回
復
と
保
全
の
た
め
に
、
絶
滅
リ
ス
ク
を
大
幅
に
低
減
し
、

在
来
種
、
野
生
種
お
よ
び
家
畜
種
の
集
団
お
よ
び
個
体
間
の
遺
伝
的
多
様
性
を
維
持
、
回
復
し

て
、
そ
の
適
応
能
力
を
高
め
る
緊
急
の
管
理
措
置
を
確
保
す
る
。

・
タ
ー
ゲ
ッ
ト
５
：
先
住
民
族
や
地
域
社
会
に
お
け
る
慣
習
的
な
持
続
可
能
な
利
用
を
尊
重
し
つ

つ
、
生
態
系
ア
プ
ロ
ー
チ
を
適
応
し
、
野
生
種
の
使
用
、
収
穫
、
取
引
が
持
続
可
能
で
、
安
全

で
合
法
的
に
確
保
す
る
。

　

さ
ら
に
タ
ー
ゲ
ッ
ト
15
は
、
民
間
企
業
の
ビ
ジ
ネ
ス
に
触
れ
、
次
の
よ
う
な
目
標
が
掲
げ
ら
れ

た
。
特
に
大
規
模
で
多
国
籍
企
業
や
金
融
機
関
で
は
、
①
生
物
多
様
性
に
対
す
る
リ
ス
ク
、
依
存

関
係
お
よ
び
影
響
を
定
期
的
に
監
視
、
評
価
、
お
よ
び
情
報
開
示
す
る
こ
と
。
②
持
続
可
能
な
消

費
パ
タ
ー
ン
を
促
進
す
る
た
め
に
、
消
費
者
に
必
要
な
情
報
を
提
供
す
る
こ
と
。
③
ア
ク
セ
ス
お

よ
び
利
益
分
配
の
規
制
及
び
措
置
の
順
守
に
つ
い
て
報
告
す
る
こ
と
。
最
大
の
課
題
で
あ
っ
た
資

金
問
題
に
つ
い
て
は
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
19
で
明
記
さ
れ
た
。
①
先
進
国
か
ら
途
上
国
お
よ
び
島
嶼
国
、

経
済
移
行
国
に
対
す
る
国
際
資
金
源
を
２
０
２
５
年
ま
で
に
少
な
く
と
も
年
間
２
０
０
億
ド
ル
に

増
加
さ
せ
、
２
０
３
０
年
ま
で
に
年
間
３
０
０
億
ド
ル
に
す
る
こ
と
。
②
民
間
資
金
を
活
用
し
生

物
多
様
性
へ
の
投
資
を
奨
励
す
る
こ
と
、
③
グ
リ
ー
ン
ボ
ン
ド
、
生
物
多
様
性
オ
フ
セ
ッ
ト
と
ク

レ
ジ
ッ
ト
、
利
益
分
配
メ
カ
ニ
ズ
ム
、
環
境
的
お
よ
び
社
会
的
な
セ
ー
フ
ガ
ー
ド
を
備
え
た
革
新

的
な
ス
キ
ー
ム
を
刺
激
す
る
こ
と
な
ど
、
２
０
３
０
年
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
は
民
間
を
意
識
し
た
目
標

が
多
く
掲
げ
ら
れ
た
。

５
．
水
が
支
え
る
Ｃ
Ｏ
Ｐ
１
５
と
は

　

す
べ
て
の
生
態
系
は
水
な
く
し
て
存
在
し
な
い
、
地
球
上
に
は
約
１
兆
の
種
が
あ
り
、
人
類
は

地
球
生
命
体
の
わ
ず
か
０
・
０
１
％
で
し
か
な
い
が
、
人
間
活
動
に
よ
る
生
物
多
様
性
の
損
失
が

非
常
に
広
範
囲
に
発
生
し
て
お
り
、
野
放
し
に
し
て
お
く
と
深
刻
な
結
果
を
も
た
ら
す
可
能
性
が

存
在
し
て
い
る
。
今
回
の
Ｃ
Ｏ
Ｐ
１
５
で
は
、
水
ガ
バ
ナ
ン
ス
や
水
資
源
の
保
全
に
対
す
る
討
議

が
少
な
か
っ
た
。
持
続
可
能
な
生
物
多
様
性
は
、
陸
上
の
生
態
系
だ
け
で
は
な
く
、
河
川
や
湿
地
、

海
洋
系
の
水
生
生
物
の
多
様
性
保
護
に
も
焦
点
が
あ
た
る
べ
き
と
思
わ
れ
る
。
湿
地
、
河
川
、
沼

地
、
地
下
水
系
の
生
物
多
様
性
に
対
す
る
保
護
と
リ
ス
ク
の
特
定
や
リ
ス
ク
低
減
を
図
る
た
め
の

政
策
や
保
全
ツ
ー
ル
、
そ
の
戦
略
な
ど
が
考
慮
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
特
に
各
国
政
府
、
企
業
、

金
融
機
関
に
お
い
て
積
極
的
な
行
動
が
望
ま
れ
て
い
る
。
次
回
の
Ｃ
Ｏ
Ｐ
１
６
（
ト
ル
コ
に
て
２

０
２
４
年
下
半
期
予
定
）
に
て
深
く
討
議
さ
れ
る
こ
と
を
望
み
た
い
。
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